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電解液として，難揮発・難燃性である室温イオン液体を使用してい 

ます．室温イオン液体を使用することで，電池の安全性が向上した 

不燃リチウムイオン二次電池の開発が可能です． 

【概要】 

 系統連系用蓄電技術として，リチウムイオン二次電池の更なる安全性の向上が要求されてい

ます．そこで，難燃性・難揮発性である室温イオン液体(常温型溶融塩)の電解液適用が注目さ

れていますが，現行の負極材料である黒鉛を使用した際の電極特性が不十分です．本研究では，

現行の黒鉛を負極に用いた不燃性リチウムイオン二次電池の開発を行っています． 

【従来技術・競合技術との比較】 

現在，リチウムイオン二次電池の電解液には，高い誘電率を有する有機溶媒が使用されていま

す．しかし，揮発・可燃性を有するため， 

発火の危険性があります．そこで，難揮発・ 

難燃性の室温イオン液体を使用することに 

より，不燃性リチウムイオン二次電池を作 

ることが可能です．しかし，室温イオン液 

体を使用した際，現行の負極材料である黒 

鉛の電極特性が不十分です．そこで私たち 

は，黒鉛電極の表面改質に着目し，バイン 

ダーとして水溶性高分子を用いて，黒鉛電 

極の特性改善を図っています． 

各種リチウムイオン二次電池（系統連系用二次電池，車載用二次電池，宇宙衛星用二次電池）
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